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7
万
6
千
余
柱
と
な
っ
て
お
り
、
現

地
で
お
迎
え
を
待
っ
て
淋
し
く
眠
ら

れ
て
い
ま
す
。

私
ど
も
と
し
て
は
、
戦
没
さ
れ

た
英
霊
の
ゆ
か
り
の
場
所
に
行
き
、

御
霊
の
ご
供
養
を
す
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
永
年
続

け
て
き
た
慰
霊
巡
拝
の
灯
を
消
す

こ
と
な
く
続
け
て
い
く
こ
と
が
当
会

に
課
せ
ら
れ
た
任
務
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

最
近
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
は
、
経
済

発
展
に
伴
い
道
路
や
車
の
状
況
も

改
善
さ
れ
以
前
よ
り
快
適
な
旅
が

で
き
ま
す
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
も
余
裕

を
も
っ
て
組
ま
れ
て
お
り
、
ど
な
た

で
も
参
加
可
能
で
す
。
今
年
の
巡

拝
に
は
多
く
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、

40
回
目
の
節
目
の
回
に
ふ
さ
わ
し
い

も
の
に
し
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
17
年
秋
、
南
海
支
隊
派
遣

軍
医
と
し
て
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー

作
戦
に
参
戦
。
ブ
ナ
、
ギ
ル
ワ
地

区
の
激
し
い
攻
防
戦
の
中
で
、
医

療
の
傍
ら
軍
事
郵
便
ハ
ガ
キ
に
現

地
の
風
景
を
描
き
短
歌
を
添
え
た
。

復
員
後
、
大
町
市
で
開
院
。
昭
和

33
年
画
集
「
淡
煙
」
を
発
刊
し
た
。

昨
年
は
当
会
設
立
50
周
年
を
迎

え
、
記
念
慰
霊
大
祭
を
執
り
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
今
年
は
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
へ
の
現
地
慰
霊
巡
拝
が
40
回

目
の
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。
第

1
回
は
、
昭
和
52
年
８
月
に
故
大

久
保
豊
団
長
以
下
20
名
で
鹿
児
島

空
港
よ
り
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
へ
出
発
さ

れ
ま
し
た
。
第
4
回
の
昭
和
55
年

に
コ
イ
キ
ン
マ
リ
ッ
ク
の
丘
に
観
音

像
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
毎
年
20
名
程
の
参
加
者

を
得
て
実
施
さ
れ
第
18
回
の
際
は

53
名
も
の
大
勢
の
皆
様
が
二
班
に

分
か
れ
て
巡
拝
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
ま
さ
に
今
昔
の
感
が
い
た
し
ま

す
。
慰
霊
巡
拝
に
関
わ
る
思
い
出
や

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
当
会
発
刊
の
「
椰

子
の
記
」
に
綴
ら
れ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
若
く
し
て
南
海
の
孤
島
で
無

念
の
死
を
遂
げ
ら
れ
た
御
霊
へ
の

妻
・
子
・
兄
弟
の
追
慕
の
念
を
つ
の

ら
せ
る
心
情
に
胸
を
打
た
れ
ま
す
。

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
で
の
戦
没
者
は

12
万
8
千
人
で
未
収
容
の
遺
骨
は

に
ブ
ロ
ン
ズ
の
観
音
立
像
を

建
立
し
た
。

慈
悲
深
い
観
音
像
の
建
立
事
業

に
は
、
大
久
保
団
長
を
始
め
猛

４
６
３
０
部
隊
の
戦
友
会
、
遺
族

会
の
他
現
地
住
民
の
温
か
い
協
力

が
あ
っ
た
。

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
は
、

戦
没
者
慰
霊
と
恒
久
平
和
へ
の
願

い
を
込
め
て
、
昭
和
55
年
8
月
25

日
、
東
セ
ピ
ッ
ク
州
ウ
エ
ワ
ク
市

の
コ
イ
キ
ン
・
マ
リ
ッ
ク
の
高
台

  

コ
イ
キ
ン
観
音
像
の
建
立

　「北の空に帰るがごとく流れゆく　
　　　　　　　　椰子の林に屍焼く煙」

現
地
慰
霊
巡
拝
40
回
に
あ
た
り

�

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
　
会
長
　
本
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昌
彦

戦没者慰霊と恒久平和への思いを込め
昭和55年 8月　ウエワク地区の高台に鎮座

★
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発
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8
月
24
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（
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★
帰
国
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8
月
31
日
（
土
）　

8
日
間

★
訪
問
地　

ウ
エ
ワ
ク
・
マ
ダ
ン
・
ゴ
ロ
カ
な
ど
、
ご
英
霊
が
戦
没
し
た

　
　
　
　
　

ゆ
か
り
の
場
所
を
訪
問
で
き
る
よ
う
旅
程
を
調
整
い
た
し
ま
す
。

★
旅
行
経
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49
万
8
千
円

★
募
集
人
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15
名
、
栃
木
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催
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催
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０
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０
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７
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★
募
集
締
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月
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務
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寛
憲
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０
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40
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記
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団
員
募
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ギ
ル
ワ
の

　
　
　
　
　

戦
場
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ケ
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団
軍
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小
野
　
彰
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私
の
父
、
大
久
保
豊
は
、
長
野

県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
初
代
会
長

を
永
年
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
遺
族

会
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

昭
和
52
年
か
ら
始
ま
っ
た
現
地

慰
霊
巡
拝
の
旅
が
今
年
40
回
の
節

目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、
戦
友

会
や
ご
遺
族
の
皆
様
の
ご
尽
力
に

衷
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

父
は
、
平
成
3
年
の
第
15
回
慰

霊
の
旅
に
参
加
し
た
後
、
病
に
倒

れ
同
年
12
月
亡
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
40
年
の
初
め
か
ら
戦
友
会

の
皆
様
と
一
緒
に
会
の
設
立
に
奔

走
し
、
戦
没
者
慰
霊
大
祭
の
開
催
、

現
地
慰
霊
巡
拝
団
派
遣
、
護
國
神

社
に
嗚
呼
戦
友
の
碑
建
立
、
55
年

に
は
現
地
・
ウ
エ
ワ
ク
の
丘
に
コ

イ
キ
ン
マ
リ
ッ
ク
観
音
像
の
建
立

な
ど
に
心
血
を
注
ぎ
ま
し
た
。

あ
の
情
熱
は
何
で
あ
っ
た
の
か

「
今
日
我
が
家
が
平
穏
に
暮
ら
し

て
い
け
る
の
は
、
過
酷
な
ニ
ュ
ー

ギ
ニ
ア
戦
線
か
ら
生
還
で
き
た
か

ら
で
は
な
い
か
―
―
」
と
言
う
強

い
父
の
思
い
入
れ
を
感
じ
ま
し
た
。

私
は
第
17
回
の
巡
拝
の
旅
に
参

加
し
て
土
屋
会
長
さ
ん
と
一
緒
に

マ
リ
ッ
ク
観
音
の
下
に
分
骨
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
時
、
父
が
亡
き
戦
友
と
再

会
し
て
現
地
の
土
に
帰
っ
た
こ
と

を
確
認
し
た
次
第
で
す
。

戦
後
74
年
の
歳
月
が
流
れ
先
の

大
戦
の
風
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
も
世

代
交
代
が
進
み
、
2
世
会
の
高
齢

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。
も
は
や
遺

族
会
だ
け
で
慰
霊
祭
や
、
現
地
慰

霊
巡
拝
団
派
遣
事
業
も
継
続
で
き

な
い
時
が
来
て
い
ま
す
。

「
慰
霊
の
と
も
し
火
を
」
を
守

り
、
平
和
を
願
う
国
民
の
祝
日
を

制
定
す
る
時
期
に
き
て
い
る
こ
と

を
、
遺
族
の
皆
さ
ん
と
共
に
広
く

提
案
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
が
昭

和
44
年
に
設
立
さ
れ
て
か
ら
今
日

に
至
る
ま
で
、
会
と
し
て
の
活
動

が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
、
現
地
慰

霊
巡
拝
も
今
年
で
40
回
を
迎
え
ら

れ
る
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

を
表
し
ま
す
。

戦
後
70
余
年
が
経
過
し
て
も
活

動
が
存
続
し
て
い
る
の
は
、
大
久

保
豊
初
代
会
長
を
初
め
と
す
る
歴

代
役
員
、
戦
友
・
遺
族
の
皆
様
の

英
霊
に
対
す
る
強
い
哀
悼
と
、
恒

久
平
和
へ
の
思
い
が
大
き
な
支
え

と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

父
（
土
屋
利
喜
太
）
が
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
戦
線
で
戦
友
で

あ
っ
た
関
係
か
ら
、
平
成
5
年
か

ら
12
年
ま
で
父
と
共
に
8
回
、
同

13
年
か
ら
は
3
回
、
合
わ
せ
て
11

回
慰
霊
巡
拝
に
参
加
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
現
地
で
は
戦
友
の
皆
様

か
ら
当
時
の
厳
し
い
戦
闘
の
様
子

を
ご
説
明
頂
い
た
こ
と
は
、
書
物

で
は
得
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
と

な
り
ま
し
た
。

現
地
は
南
洋
特
有
の
厳
し
い
自

然
条
件
で
は
あ
り
ま
す
が
、
風
光

明
媚
な
手
つ
か
ず
の
自
然
が
残
さ

れ
て
お
り
、
現
地
の
学
校
訪
問
の

際
の
児
童
ら
の
キ
ラ
キ
ラ
輝
く
瞳

は
、
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

父
は
平
成
20
年
に
亡
く
な
り
ま

し
た
が
、
現
地
で
お
世
話
に
な
っ

た
川
畑
静
さ
ん
も
鬼
籍
に
入
ら
れ

ま
し
た
。
先
達
の
皆
様
の
ご
遺
志

を
継
い
で
、
令
和
の
時
代
も
慰
霊

の
と
も
し
火
を
守
り
、
後
世
に
伝

え
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

戦
後
50
年
を
迎
え
た
平
成
7
年

3
月
、
母
は
父
の
元
へ
78
年
の
生

涯
を
閉
じ
旅
立
っ
て
逝
き
ま
し
た
。

こ
の
年
の
8
月
、
私
は
現
地
慰
霊

巡
拝
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
、

こ
れ
ま
で
4
回
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア

の
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。父

は
昭
和
19
年
2
月
、
東
部

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
・
ハ
ン
サ
に
て
戦

死
い
た
し
ま
し
た
。
亡
き
父
の
足

跡
を
た
ど
る
現
地
慰
霊
の
旅
は
、

私
に
と
っ
て
生
涯
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
思
い
出
と
な
り
、
当
時

を
懐
か
し
く
思
い
な
が
ら
時
々
ア

ル
バ
ム
を
開
い
て
い
ま
す
。

昭
和
16
年
7
月
16
日
、
父
は
祖

父
母
、
母
と
私
を
残
し
て
召
集
さ

れ
て
以
来
、
検
印
済
み
の
ハ
ガ
キ

が
戦
地
か
ら
届
き
ま
し
た
。

「
叙
子
、
上
手
に
歩
け
る
よ
う

に
な
っ
た
か
。
親
父
と
し
て
何
も

し
て
や
れ
な
い
。
す
ま
な
い
」
ま

た
「
満
州
の
広
大
な
農
地
で
取
れ

た
美
味
し
い
野
菜
や
果
物
を
、
一

口
食
べ
さ
せ
て
や
り
た
い
」
な
ど
、

軍
事
郵
便
に
書
か
れ
た
一
文
字
、

一
文
字
が
間
も
な
く
傘
寿
を
迎
え

る
私
の
心
の
支
え
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。

昨
年
、
曾
孫
が
誕
生
し
て
曾
祖

母
に
な
り
、
心
安
ら
か
な
日
々
を

送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
を
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

令
和
の
時
代
が
幕
を
開
け
ま
し

た
が
、
争
い
の
な
い
平
和
な
世
の

中
が
続
き
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の

活
動
が
何
時
ま
で
も
続
き
ま
す
よ

う
祈
念
い
た
し
ま
す
。

　
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

　

現
地
慰
霊
巡
拝
の
旅
・
追
想

戦
没
者
慰
霊
の
旅

　
　

 　
　

40
回
を
迎
え

�

松
本
市
　
大
久
保
　
典
昭

ハンサでの慰霊祭　
祭文を捧げる大久保団長

児童らに学用品を贈る
土屋会長（右）（ウリンゲン）

ハンサ・アワ集落での慰霊祭に臨む、
宮嶋さん（左）

慰
霊
の
と
も
し
火

　
　
　
　
　
　

後
世
に

�

船
橋
市
　
土
屋
　
耕
太
郎

ハ
ン
サ
の
地
訪
ね

　

亡
き
父
を
慕
う
旅 

4
回

�

中
野
市
　
宮
嶋
　
叙
子
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平
成
31
年
2
月
28
日
、
東
京
・

千
鳥
ヶ
淵
戦
没
者
墓
苑
に
て
、
東

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
の
帰
還
ご

遺
骨
42
柱
の
遺
骨
引
き
渡
し
式
が

行
わ
れ
た
。

式
典
は
戦
友
会
、
遺
族
会
、
国

会
議
員
な
ど
多
数
が
待
ち
受
け
る

中
、
収
容
派
遣
団
員
に
捧
持
さ
れ

た
ご
遺
骨
が
式
典
会
場
に
入
場
、

厚
生
労
働
省
の
職
員
に
引
き
渡
さ

れ
祭
壇
に
安
置
さ
れ
た
。

全
員
に
よ
る
黙
祷
の
後
、
上
野

厚
生
労
働
大
臣�

政
務
官
、
関
係
各

団
体
代
表
、
遺
族
代
表
、
国
会
議

員
ら
が
拝
礼
・
献
花
が
行
わ
れ
た
。

ご
遺
骨
は
こ
の
後
、
厚
労
省
の

職
員
が
捧
持
し
て
霊
安
室
に
向

か
っ
た
。

今
回
の
遺
骨
収
集
派
遣
事
業
に

は
19
名
参
加
、
派
遣
期
間
は
2
月

13
日
か
ら
28
日
ま
で
16
日
間
。
三

班
に
分
か
れ
オ
ロ
州
ポ
ポ
ン
デ
ッ

タ
、
東
セ
ピ
ッ
ク
州
、
マ
ダ
ン
州

ポ
ギ
ア
、
モ
ロ
ベ
州
ラ
エ
、
オ
ロ

州
エ
オ
ラ
ク
リ
ー
ク
地
区
を
主
体

に
遺
骨
収
集
活
動
を
行
い
42
柱
を

収
容
し
た
。

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
に

お
け
る
戦
没
者
の
概
数
は
約

12
万
7
千
6
百
人
、
収
容
遺
骨
概

数
は
5
万
1
千
3
百
70
柱
（
平
成

31
年
1
月
現
在
）
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
航
空
（PX）
は
4
月

か
ら
6
月
末
ま
で
の
期
間
、
成
田

～
ボ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
線
を
運
休

と
し
て
い
る
が
、
7
月
6
日
か
ら

10
月
末
ま
で
週
1
便
で
運
航
を
行

う
こ
と
を
発
表
し
た
。

同
航
空
は
昨
年
9
月
1
日
か
ら

成
田
～
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
線
を

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
の
チ
ュ
ー
ク
経
由

に
変
更
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
成
田

～
モ
レ
ス
ビ
ー
間
の
所
用
時
間
は

約
2
時
間
ほ
ど
長
く
な
っ
た
。

ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
は
、
ヤ
ッ

プ
、
ポ
ン
ペ
イ
な
ど
4
州
か
ら
な

り
、
チ
ュ
ー
ク
州
は
か
つ
て
ト

ラ
ッ
ク
諸
島
と
呼
ば
れ
世
界
最
大

の
サ
ン
ゴ
礁
で
で
き
た
島
。
先
の

大
戦
時
に
は
旧
海
軍
の
基
地
が
置

か
れ
、
連
合
艦
隊
の
戦
艦
・
大
和
、

武
蔵
な
ど
の
泊
地
と
な
っ
て
い
た
。

昭
和
19
年
2
月
17
日
、
米
機
動

部
隊
の
空
襲
で
、
壊
滅
的
な
損
害

を
受
け
、
す
べ
て
の
戦
力
を
失
っ

た
。
戦
後
は
国
連
信
託
統
治
領
と

な
り
、
そ
の
後
連
邦
と
し
て
独
立

し
た
。

日
本
か
ら
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
へ
行

く
に
は
こ
れ
ま
で
グ
ア
ム
経
由
で

チ
ュ
ー
ク
に
行
く
の
が
一
般
的
で

こ
の
便
に
よ
り
、
ア
ク
セ
ス
が
大

幅
に
向
上
し
た
。

チ
ュ
ー
ク
諸
島
に
は
「
世
界
絶

景
百
選
」
に
も
選
ば
れ
た
ジ
ー
プ

島
な
ど
が
あ
り
、
透
明
度
の
高
い

海
が
人
気
と
な
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
航
空
は
成
田
～

ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
線
の
運
航
に

つ
い
て
、
経
済
環
境
や
需
要
動
向

を
精
査
し
て
お
り
、
運
行
の
再
検

討
、
増
減
便
な
ど
の
計
画
を
進
め

て
い
る
。

派遣団員に捧持され墓苑に入場するご遺骨

成田・モレスビー線が経由する
ウエノ島（旧トラック島）の国際空港

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
現
地
派
遣
団

 

慰
霊
巡
拝
　
旅
の
軌
跡

戦
没
者
ご
遺
骨
の
帰
還

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
か
ら
42
柱

PX
航
空・
成
田
〜
POM
線
運
休

�

利
用
客
減
少
に
伴
う
措
置

第7回慰霊巡拝団参加の皆さん
昭和58年8月、大久保団長ら39名（ラエ野戦病院跡）

第18回慰霊巡拝団参加の皆さん
平成6年9月、土屋団長ら52名　ラバウル班

（南太平洋戦没者の碑）

第8回慰霊巡拝団、昭和59年9月 46名参加
マダン（ヤポブヒルでの慰霊式）

西部ニューギニア慰霊巡拝団
平成7年以来3回巡拝団派遣（旧ホーランジア飛行場跡）



第54号（4）令和元年6月1日 長野県ニューギニア会

　

一
昨
年
来
、
リ
ン
パ
腫
の
た
め

入
院
加
療
し
て
い
た
竹
村
淳
委
員

は
、
抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
り
、
ほ

ぼ
全
快
し
て
退
院
、
こ
の
程
会
報

編
集
作
業
に
復
帰
し
ま
し
た
。

営
を
次
の
世
代
（
孫
・
ひ
孫
）
に

継
承
し
て
い
く
た
め
、
更
な
る
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

続
い
て
議
長
に
安
川
幹
事
長
が

就
き
、
第
1
号
議
案
、
平
成
30
年

度
事
業
報
告
か
ら
、
第
5
号
議
案

平
成
31
年
度
予
算
案
ま
で
が
上
程

さ
れ
、
審
議
の
結
果
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。
ま
た
、
役

員
の
改
選
に
関
す
る
件
で
は
、
本

田
昌
彦
会
長
以
下
全
役
員
の
再
任

が
承
認
さ
れ
た
。

★
「
平
成
」
が
終
わ
り
、
5
月
1

日
よ
り
新
元
号「
令
和
」が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
そ
の
典
拠
は
日
本
最
古

の
歌
集
『
万
葉
集
』
の
中
か
ら
採

用
さ
れ
、
穏
や
か
且
つ
和
や
か
な

時
代
を
意
味
す
る
と
の
こ
と
で
、

新
時
代
へ
の
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
く

れ
る
。
連
休
10
日
、
な
ん
だ
か
お

正
月
の
よ
う
な
賑
わ
い
。
ど
こ
に

も
行
か
な
か
っ
た
人
が
多
か
っ
た

と
か
。
マ
ス
コ
ミ
も
騒
ぎ
す
ぎ
。

★
戦
時
中
の
体
験
者
は
「
令
」
の

一
字
に
振
り
回
さ
れ
た
苦
い
記
憶

が
甦
る
。
○
○
令
と
は
命
令
の
通

達
。
編
集
子
は
昭
和
19
年
の
学
徒

勤
労
令
で
学
校
生
活
が
無
く
な
り
、

疎
開
も
で
き
な
か
っ
た
。

★
「
皇
太
子
さ
ま
が
御
生
れ
に

な
っ
た
」
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
喜
び

の
歌
。
戦
前
・
中
・
後
の
世
代
を

経
験
さ
れ
た
上
皇
様
に
「
ご
苦
労

様
で
し
た
」
と
申
し
上
げ
、
両
陛

下
の
ご
長
寿
を
祈
念
し
た
い
。

★
赤
道
を
越
え
40
回
を
数
え
る
現

地
慰
霊
の
旅
、
初
め
て
の
興
奮
と

感
激
、
南
十
字
星
の
下
で
散
華
し

た
肉
親
へ
の
愛
惜
に
涙
し
た
日
を

思
い
出
す
。
元
会
長
の
ご
子
息
ほ

か
、
か
の
地
へ
の
思
い
入
れ
今
も
。

★
台
風
の
強
風
に
よ
り
倒
壊
し
た

県
護
國
神
社
鳥
居
が
見
事
に
再
建

さ
れ
た
。
多
額
の
事
業
費
集
め
に

奔
走
さ
れ
た
遺
族
関
係
者
の
ご
尽

力
に
敬
意
を
表
し
た
い
。�

（
Ｔ
）

　

県
護
國
神
社
で
は
、
先
の
台
風

に
よ
り
倒
壊
し
た
第
二
鳥
居
と
脇

鳥
居
を
再
建
、
4
月
1
日
に
奉
告

祭
、
29
日・30
日
に
春
季
例
大
祭
で
、

お
披
露
目
し
た
。

　

両
鳥
居
は
カ
ナ
ダ
桧
を
用
い
て

元
通
り
に
再
現
さ
れ
、
同
神
社
で

は
「
お
蔭
で
立
派
な
鳥
居
が
再
建

で
き
た
。
引
き
続
き
大
鳥
居
の
改

修�

を
進
め
た
い
」
と
、
し
て
い
る
。

平
成
30
年
度
第
51
回

�

通
常
総
会
の
報
告

長
野
県
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
会
の
第

51
回
通
常
総
会
は
、
2
月
11
日
松

本
市
浅
間
温
泉
・
み
や
ま
荘
で
開

催
さ
れ
た
。

総
会
は
午
後
2
時
に
開
会
、
始

め
に
南
十
字
星
の
下
に
眠
る
英
霊

と
、
会
員
物
故
者
に
対
し
黙
祷
を

捧
げ
た
。
本
田
会
長
は
挨
拶
の
中

で
「
昨
年
7
月
の
戦
没
者
慰
霊
大

祭
は
50
回
の
節
目
を
迎
え
、
有
意

義
な
大
祭
と
な
り
ま
し
た
。
新
年

度
は
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

へ
の
慰
霊
巡
拝
団
の
派
遣
が
40
回

の
節
目
と
な
り
、
8
月
に
催
行
を

予
定
し
て
い
ま
す
が
、
皆
様
の
積

極
的
な
ご
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
ま
す
が
、
事
業
を
で
き
る
限

り
継
続
し
て
い
く
中
で
、
会
の
運

○
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
内
容
は

次
の
と
お
り

■ 

平
成
30
年
度
事
業
・
決
算
報
告

　

収
入
総
額 

３
，８
３
６
，３
８
６
円

　

支
出
総
額 

１
，９
２
１
，７
８
８
円

　

翌
年
度
繰
越
金

�

１
，９
１
４
，５
９
８
円

■
令
和
元
年
度
主
な
事
業
計
画

・
第
51
回
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
慰
霊
大
祭

　

開
催　

7
月
28
日
（
日
）

・
第
40
回
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

　

慰
霊
巡
拝
団
派
遣

・
第
4
回
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面

　

慰
霊
巡
拝
団
派
遣

・
会
報「
椰
子
の
樹
」第
25・26
号
発
行

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
管
理

・
第
52
回
長
野
県
ニュ
ー
ギ
ニ
ア
会

　

通
常
総
会
開
催

�

令
和
2
年
2
月
11
日

■
令
和
元
年
度
予
算

　

収
入
総
額 

３
，３
２
８
，５
９
８
円

　

支
出
総
額 

１
，９
３
８
，０
０
０
円

　

主
な
予
算�

（
単
位　

千
円
）

　
　

慰
霊
大
祭
費　

４
９
２

　
　

慰
霊
巡
拝
費　

３
４
０

　
　

総
会
費　
　
　

３
０
３

　
　

広
報
費　
　
　

２
２
９�

他

　

次
年
度
繰
越
金

�

１
，３
９
０
，５
９
８
円

 

役
員
の
改
選
（
任
期
2
年
）

  

本
田
昌
彦
会
長
以
下
全
役
員
を

再
任

第
二
鳥
居
と
脇
鳥
居
の
再
建

県
護
國
神
社
で
奉
告
祭

挨拶に立つ本田会長

再建された第二鳥居

竹
村
編
集
委
員
復
帰

　
本
年
も
恒
例
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
方
面
戦
没
者
慰
霊

大
祭
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
毎
年
酷
暑
の
中
で
の
開

催
で
す
が
、
灼
熱
の
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
思
い
を
は
せ
、

英
霊
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
健
康

に
留
意
さ
れ
、
大
勢
の
皆
様
が
ご
参
列
く
だ
さ
る
よ

う
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▽
令
和
元
年
7
月
28
日
（
日
）
正
午
よ
り

▽
長
野
県
護
國
神
社
　
松
本
市
美
須
々
6
の
1

▽
受
付
・
美
須
々
会
館
に
て
　
午
前
10
時
30
分
よ
り

▽
美
須
々
会
館
が
控
室
で
す
　
お
茶
は
準
備
い
た
し

ま
す
が
、
昼
食
は
各
自
ご
用
意
願
い
ま
す

第51回ニューギニア方面
戦没者慰霊大祭のご案内


